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研究成果の概要（和文）：沖縄県内の病院診療所に勤務する看護職者3,718名への質問紙調査の結果、発達障が
い児者とかかわった経験のある者は半数近くもおり、さらに、発達障がいに対する看護職者の知識は十分ではな
いこと、適切な看護が十分には行われていない実態が明らかになった。 
 看護師19名に実施した質的研究の結果、発達障がい児への看護師の対応プロセスには３通りあり、その中で看
護師の対応が【上手くいく】ためには、看護師自身の内省（リフレクション）と施設のサポート体制が重要であ
ることが示唆された。この結果は量的研究結果で指摘された「不適切な対応」への対処法を検討する際に重要と
なる。

研究成果の概要（英文）： According to our survey administered to 3,718 nurses working in hospitals 
or private clinics in Okinawa, half of nurses surveyed had experiences involving care for patients 
with Developmental Disorders(DD).In addition,results from our study clearly indicate that in 
reality, nurses have insufficient knowledge regarding patients with DD,and are not always capable of
 providing adequate nursing care. 
 Our qualitative research,interviews conducted with 19 nurses,identified three processes regarding 
how nurses approach children with DD and indicated that among those,‘self-reflection’and support 
system in their work place are essential to nurses aiming toward【smooth and successful】
interactions with their patients.These results may be important to addressing the problems with ‘
inadequate support’identified in our quantitative survey. 

研究分野：小児看護学、遺伝看護学
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１．研究開始当初の背景 
「発達障害者支援法」が施行されてから 10
年が経過しようとしているが、その間に、発
達障害（以下、発達障がいとする）のある人
を取り巻く教育・福祉環境は少しずつ整備が
進められている（日本子ども家庭総合研究所
2013、同 2009）。一方、医療環境については
先行研究が少なく、その実態は明らかでない
が、発達障がい児・者が医療機関を受診する
時の辛い状況については、いくつか報告があ
る（小川 2010、大屋他 2008、書上他 2007、
小室他 2005）。その中で共通して指摘されて
いることは、「発達障がい特性に対する医療
職・看護職の知識不足、理解不足」であり、
そのために発達障がい児（者）は、配慮のあ
る十分な診療が受けられず、受診行動は患児
（者）・家族にとって大きなストレスになっ
ている（小川 2010、大屋他 2008）。 
発達障がいが理解されにくい原因には発
達障がいの特性が挙げられるであろう。例え
ば自閉症の特徴がコミュニケーション・社会
性・想像力の障がいであるように、発達障が
いは脳機能の障がいであり、身体的または知
的障がいに比べると、一目見ただけでは分か
りにくい。さらに障がいの状態像が複雑で、
個別性が大きいことから、家族や支援者も対
応に苦慮することがあり、そのために誤解さ
れ、周囲のサポートが得られにくい状況に陥
りやすい（厚生労働省 2008）。しかし、暴れ
る、検査できない、触らせない、本人の訴え
がわからないなどといった問題行動にも、必
ず本人なりの理由がある（小川 2010、大屋他
2008）。発達障がいを理解するための教育が
医療職には必要であるが、医療の基礎教育に
おいて、そのような機会は十分には用意され
ておらず（小川 2010）、卒後の自発的な学習
に頼らざるを得ないのが現状である。 
ところで、上述した先行研究においては、
家族の視点から医療の実態を分析し、家族の
困難な状況やニーズを明らかにしている。一
方で、指摘を受けている側の医療職の困難感
や医療の実態については情報が少ない。そこ
で申請者らは、看護職を対象にした発達障が
い看護の実態調査に着手した。第一段階とし
て、沖縄県内で小児科を併設する病院・診療
所で協力の得られた 82 施設の看護職 2,726
名に質問紙調査を実施し、分析の終わった
728 名について第一報として報告した（上間、
辻野他 2014）。結果は先行研究を裏付けるよ
うに、発達障がいに対する看護職の知識は低
かったが（23 点満点中平均 6.2 点）、発達障
がい児（者）と関わった経験がある者は約半
数で、申請者らの予想を超えていた。対応に
困難を感じたことのある者は約 4割、無いも
のは１割、残りの半数は無回答であった。困
難を感じた場面は看護ケア時、指導時、処置
時の順に多く、その場面で「好ましい対応」
をしていた者は約 3割、「好ましくない対応」
は約 2割であった。結論として、発達障害児・
者に対する看護においては、知識の啓発と共
に、発達障がい児（者）の個別性に合わせた
対応方法について事例検討を行い、臨床にフ
ィードバックできる方法を検討する必要性
が示唆された。今後は第一段階の結果を考察
し、さらに第二段階の実態調査を行う。 
 
２．研究の目的 
発達障がい児・者が医療機関を受診する際
には、様々な困難があることが報告されてお
り、本人や家族にとって大きなストレスにな
っている。その原因は患児（者）側の障がい
特性によるものが大きいが、医療職の対応に

問題があることも、家族によって指摘されて
いる。発達障がい児・者が安心して医療を受
けるためには、障がいに対する医療職の理解
が不可欠であるが、医療職の実態について、
医療職を対象にした研究は僅かである。その
ため、本研究では看護職を対象に、混合研究
の手法を用いて発達障がい児・者への看護の
実態を明らかにし、看護職側の困難感と対応
方法について分析する。さらに、母親の心情
を質的に分析し、有効な育児支援について検
討する。 
 
３．研究の方法 
沖縄県内の全医療施設（既に調査した施設
を除く）の看護職にアンケート調査を実施し、
全施設の実態を明らかにする。調査内容は、
基本属性、発達障がい児・者とかかわった経
験、対応で困難を感じた場面、対応方法、発
達障がいに関する知識・意識についてである。 
量的研究に続いて質的研究を実施し、量的研
究結果を補完する。看護職へインタビューを
行い、発達障がい看護における困難感や対応
について詳細に聞き取り、修正版グラウンデ
ッドセオリー・アプローチ（以下、M-GTA）
の手法を用いて質的帰納的に分析する。さら
に母親へのインタビューも実施し、三者の結
果を比較検討することにより、看護職が発達
障がいを理解し、好ましい対応が出来るよう
な支援方法について考察する。最終年度には
母親を対象にペアレントトレーニング（以下、
PT）を企画実践し、母親支援に役立てる。 
 
４．研究成果 
沖縄県内の病院診療所で協力の得られた
203 施設の看護職者 3,718 名に質問紙調査を
実施し、看護の実態を分析した。発達障がい
児者とかかわった経験のある者は半数近く
もおり、さらに、先行研究の結果と同様に、
発達障がいに対する看護職者の知識は十分
ではないことが明らかになり、同時に、適切
な看護が十分には行われていない実態も浮
上した。    
 質的研究については、県内の看護師 19 名
にフォーカスグループインタビューを実施
し、M-GTA により分析した。その結果、発達
障がい児への対応方法がわからず葛藤して
いる看護師の対応プロセスには３通りある
ことが明らかになった。1 つ目は葛藤しなが
ら【やむを得ぬ身体抑制】を行うが、自身の
看護について内省し、施設（医師や先輩等）
のサポートを受けながら、児の発達特性に配
慮した対応方法に気づき、最終的には【上手
くいく】プロセス、２つ目は【やむを得ぬ身
体抑制】を経て他の対応も試みるが、答えが
見いだせずそのまま【先へ進まない】プロセ
ス、３つ目は【やむを得ぬ身体抑制】は行わ
ないが、親の気持ちを考えるために児の対応
に踏み出せない、発達障がいが疑われる親の
言動がストッパーとなるなど、【先へ進まな
い】プロセスである。このように、看護師の
対応が【上手くいく】ためには看護師自身の
看護に対する内省と施設側のサポート体制
の重要性が示唆された。この結果は量的研究
結果で指摘された「不適切な対応」への対処
法を検討する際に有効である。  
 最終年度は母親を対象に質的研究を実施
した。対象はペアレントトレーニング（以下、
PT）を経験した母親 14 名で、インタビュー
結果を M-GTA を用いて分析した。母親は子育
てに自信が持てない状況においてわが子の
行動が理解できず苦しんでいたが、PT に参加
したことにより、【ありのままの自分を受け



入れる】ことが出来るようになり、そのプロ
セスを経て児への見方も変化し、児に向き合
うことが出来るようになった。このように、
PT の成果が検証され、新たに母親４名のグル
ープに 1 回 90 分の PT を、隔週で計 11 回実
施した。さらに、質的研究（M-GTA）に関す
る講演会・勉強会を全県規模で開催した。 
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